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プログラムの概
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義を受けた後
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実習： 「心臓

 

年度 サイ
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間、本講座

1～3 年生 34
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科学について
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心を持たせる
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概要 
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後、動物を用い
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臓の動きを見

イエンス・パ

術振興機構の
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どれも初めて
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他者と意見を
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技術と高度
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した。 
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と期待感があ
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な医療機器が
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機会となりま
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平成 24 年 8
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ました。 
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催しました。
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8 月 11 日(土
校、北海道北見

リアル」教育
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興味が
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を科学

からの



【講座 2 日目 8 月 12 日(日)】 

血圧の仕組みに関する講義を受けた後、実際に自分たちの心音を 

聴いたり、血圧を測定したり、運動負荷後の心拍数を比較するなどの 

実技講習を受けました。 

 

１． 講義： 「私たちは生きている ： バイタルサイン」 

   生命徴候としてのバイタルサインについて、血圧と脈拍を 

中心にその意味や血圧の異常について解説。 
  

  ２． 実習： 「血圧はこんなに変化する」 

・血圧、脈拍、心音、酸素飽和度の正しい測定方法を体験的に学ぶ。 

・実際に医療現場で使用している機器や生体シミュレーターを用いて心電図波形の観察や異常心電図、 

心疾患の心音聴取を体験。 

・起立時、臥床時、運動負荷などの刺激を加えたときの血圧・脈拍の変化などを計測。 

・マッスルセンサーによる筋活動の変動を計測。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３． グループディスカッション       ４． グループ発表 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

参加してくださった皆さん、 

２日間の講座お疲れ様でした。 


